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課 題 制 作 ・開 発 のポイント 

 

【開発（制作）のポイント】 

教材を開発するには、大会に向けた練習を繰り返しただけでは達成できません。自分の得

た知識を体系的にまとめあげ、細部についてはどうなっているのか調べていく力が必要です。

そこで、練習課題では大会の課題よりも高いレベル設定を行いました。 
本課題では、当初から教材開発を行うことを目的としていたため、大会終了後も学生は意

欲を失うことなく開発に取り組むことができました。 
 

【訓練（指導）のポイント】 

学生はネットワークに関する知識のない状態から競技大会に向けた訓練を開始することに

なるので、時間を無駄にせずに短期間で学生の技能を競技大会レベルまで到達する必要があ

りました。そこで、授業のような型通りの方法ではなく、分野ごとに学生の能力に合わせて

教育手法を変える方針で訓練を行いました。すなわち、 
●苦手分野は、マンツーマンで指導 
●得意分野は、自習での学習が中心 
●運動系の技能については、反復練習 

という方針にしました。そのために、競技大会に必要な知識・技能を分析し、学生の能力を

アセスメントしてスケジュールを策定しました。 
 また、競技大会を意識した２つの訓練方法を取り入れました。１つ目はトラブル解決能

力を身に付ける訓練です。２つ目は、競技大会の課題よりもレベルの高い中間目標を設定し

ました。これにより、競技大会でトラブルが発生しても自力でトラブルを解析して間違いを

直し、そして未知の課題にも諦めずに果敢に挑戦する力を身に付けました。 
問題集の作成では、作成した問題の正解が正しいかどうか、実際に実験して確認しました。

これにより、問題の不備などが明らかになるとともに、想定していたレベルよりも高いか低

いかに気が付くことができました。 
 



課 題 に関 する問 い合 わせ先 
 

施 設 名 ： 四国職業能力開発大学校附属高知職業能力開発短期大学校 
住  所 ： 〒781-5232 高知県香南市野市町西野 1595-1 
電話番号 ： 0887-56-4100（代表） 
施設 Web アドレス ： http://www3.jeed.or.jp/kochi/college/ 

 

 
次のページ以降に、本課題の「予稿」および「テーマ設定シート」を 
掲載しています。 
 

課 題 制作 ・開 発の「予稿 」および「テーマ設定シート」 



若年者ものづくり競技大会「IT ネットワークシステム管理」 

対策問題集の制作 
 金尾 智之 

指導教官  深江 裕忠 

1 はじめに 
 私は以前からネットワーク技術に興味を持ってお

り、卒業研究でネットワークに関する研究をしたい

と考えていた。そんな時に知ったのが若年者ものづ

くり競技大会「IT ネットワークシステム管理」であ

る。そこで、本研究では、自らの技術の向上のため

に大会に出場し、さらに、将来この大会に出場する

後輩のための対策資料を作成する。 

 研究成果として、これまでの経験を活かした三種

類の対策テキストと対策プログラムを作成した。詳

しくは 5 章「問題集の制作」に記す。 

2 競技概要 

2.1 競技内容 

 本競技は架空の企業に図 1 のようなネットワーク

およびサーバの構築をすることを想定して行われる。

制限時間内に与えられた「競技課題」を理解し、要

求されたシステムが制限時間の中でどれだけ正確に

実現されているかで採点される。 

 競技で使用した機材および競技課題を表 1 に示す。 

尚、競技中には一切の参考資料を見ることはでき

ない。 

 

図図 11..  ネネッットトワワーークク構構成成図図

  

 課題のネットワーク・サーバが完成すると以下の

ような仕様のネットワーク及びサーバが構築される。 

 

 上位サーバからサーバ PCへの WWW サービス、

DNSサービス、SMTPサービス、ICMP以外の通

信をルータ Aで拒否する。 

 

 事業所内部ネットワークに所属している PC

の一部はルータ Aでアドレスを変換して上位

サーバへアクセスができる。尚、事業所内部

に所属している PC の IP アドレスはルータ B

の DHCPサービスで自動的に割り振られる。 

 

 サーバ PCの Webサーバについては、ブラウザ

でアクセスした際に、指定した html ファイ

ルが表示されるように設定する。さらに、別

の指定したフォルダはパスワードによるア

クセス制限が設定されている。 

 

 サーバPCのDNSサーバは事業所内部からの問

い合わせとそれ以外のネットワークからの

問い合わせを区別して応答内容を変える。 

 

 事業所内部の PCはサーバ PC のプロキシサー

バを経由することで上部のサーバと通信が

可能になる。他にもプロキシサーバでは HTTP

サービスのキャッシュサーバとしても機能

する。同時に、有害サイトへのアクセスも禁

止する。 

 

 ルータAのログはサーバPC内に保存されるよ

うになっている。 

 

 サーバ PC の管理をリモートにて行うことが

でき、その際の通信内容は暗号化している。 

 

 

  



 

表表 11..  使使用用機機材材おおよよびび競競技技課課題題  

機材 競技課題 

サーバ PC 

・OS ”Debian®”をインストール 

・以下のソフトをインストール&設定 

Webサーバ メールサーバ 

DNSサーバ プロキシサーバ 

syslogサーバ SSHサーバ 
 

クライアント PC 

OS:Windows®XP 

・時刻の設定 

・パスワードの文字数と有効期間を設定 

※各選手が作業を円滑に行うために自由に

使って良い 

ルータ A 

・外部と内部のネットワークの通信を制限

する ACLの設定 

・事業所内部ネットワークが外部と通信を

する際にアドレス変換を行う NATの設定 

・経路情報の取得を行う RIP2の設定 

ルータ B 

・ルータ A同様に RIP2を設定 

・事業所内部ネットワークのホストに IPア

ドレスを割り振る DHCPサービスの設定 

・UTPケーブル 

・RJ-45プラグ 

LANケーブルをストレートケーブルとクロ

スケーブル、各一本ずつ作成 

 

以下の工具を持参した 

・圧着ペンチ 

・ワイヤーストリッパー 

・LANケーブルテスター 

 

2.2 大会日程 

 大会の準備から結果が発表されるまでは表 2 のよ

うな日程で行われた。 

 

 

表表 22..  大大会会関関連連のの日日程程  

日程 内容 

8月 7日(火) 

大会準備日 

・座席の抽選 

・競技説明 

・LANケーブルの作成練習（場の雰囲気

に慣れるため） 

8月 8日(水) 

9:00～13:00 

本番 

（競技内容については「2.1競技内容」

を参照） 

8月 10日(金) 公式 HPにて結果発表 

 

 

3 練習内容 

3.1  練習環境 

 練習で使用した機材及び器具等を表 3に示す。 

 練習は4月下旬から8月初旬で卒業研究の時間や、

放課後、夏季休暇期間を利用して 4F端末室 2 で行っ

た。合計で 400 時間程度の練習である。 

 

表表 33..  練練習習環環境境  

機材名 個数(台数) 

パソコン 2種類 

(“Windows® XP”, 
”Debian Squeeze”) 

3 台 ～ 5台 

程度 

Cisco ISR 1841 ルータ 11 台 

市販品 LANケーブル(CAT5e) 数十本 

自作用 UTPケーブル(CAT5e) 10m 

RJ-45 コネクタ 数十個 

LANケーブルテスター 1 台 

圧着ペンチ 1 個 

ニッパー 1 個 

ワイヤーストリッパー 1 個 

参考書等 
参考文献・URL を

参照 

3.2 ネットワーク構築 

 ネットワーク構築に関する練習は、次のように

行った。 

 まず初めに、サブネット化やルーティングなどの

ネットワーク構築に関する知識を身につけた。 

 そして、Cisco ISR 1841 ルータを用いてネット

ワークを構築した。その際に使用したコマンドは、 

 

ルータの設定が、 

 enable 
ユーザーモードから特権モードに変更する 

 configure terminal 
グローバル設定モードに変更する 

 

IP アドレスの設定が、 

 interface Fast Ethernet 
インターフェース設定モードに変更する 

 ip address 
IP アドレスを設定する 

である。 

 

  



 ネットワークを構築するには IP アドレスだけで

なくルーティングの設定も必要である。 

 

 静的ルーティングの場合は、 

 ip route 
ルーティングテーブルに設定を追加する 

 

 動的ルーティングの場合は、 

 router rip 
RIPを有効にする 

 version 2 
RIPのバージョンを 2に設定する 

 network 
RIPの伝送範囲を設定する 

のコマンドを使用した。 

 

 次に、応用的なネットワークの構築を練習した。 

図 2 のような仮想施設のネットワークを想定しフィ

ルタリングの設定を以下のコマンドで行った。 

 access-list 
通信の許可、拒否を設定する 

 ip access-group 
インターフェースに ACLを設定する。 

 最後に、ルータにて、NAT の設定や telnet接続な

どができるようにコマンドを勉強した。 

 NAT の設定で使用したコマンドは以下の通りであ

る。 

 access-list  
NAT変換するアドレスを定義する 

 ip nat inside source list  
アクセスリストを変換用のアドレスプール

にマッピングする 

PATの場合は最後に overload を付ける 

 ip nat inside 
内部ローカルネットワークを定義する 

 ip nat outside 
内部グローバルアドレスを定義する 

 

 最初の頃は想定外の動作をした場合、間違ってい

る箇所を見つけるのに 1 日以上費やしたこともあっ

た。しかし日々練習していく中で、どのようにチェッ

クすれば間違った箇所を見つけることが出来るのか

が次第に分かってきて、作業効率を上げることが出

来た。 

 

 

 

  

図図 22..  応応用用的的ななネネッットトワワーークク構構築築でで用用いいたたネネッットトワワーークク構構成成図図  

 



3.3 サーバの構築 

 練習したサーバソフトウェアの設定内容を以下に

示す。尚、自ら調べて導き出した設定なので誤って

いる可能性もあることをあらかじめ承知いただきた

い。 

(A) DNSサービス(BIND9) 

 まず初めに、DNSサービス(Bind9)の設定内容を示

す。/etc/bind9/named.conf.optionに以下の設定を

追記する。 

 fowarders 
ルータにクエリの転送を行う 

 listen-on 
DNS サーバがクエリを受け付けるインター

フェースを指定する 

 allow-recursion 
再起的なクエリを許可するネットワークを

指定する 

 
1行目～4 行 目 : クエリの転送   
6 行 目～ 8 行 目 : クエリを受け付けるインターフェースを 
設定  
10 行 目～  13 行 目 : 再起的なクエリを許可するホストの指  
定  

1:    - 略 -  
2:   f or war der s  { 
3:    210. 10. 18. 2;  
4:    };  
5:   
6:   l i s t en- on{ 
7:    210. 10. 18. 1;  
8:   };  
9:   

10:   al l ow- r ecur s i on{ 
11:    210. 10. 18. 0/ 29;  
12:    192. 168. 83. 0/ 24;  
13:   };  
14:  };  

 

 次に/etc/bind9/named.confに zoneステートメン

トを追記する。 

 
2 行 目～  8 行 目 : アドレスマッチリストにシンボリック
ネームを定義  
9 行 目～ 36 行 目 : アドレスによって正引きと逆引きファイ  
ルの参照先を分ける    

1:    - 略 -  
2:  acl  i n{ 
3:   192. 168. 83. 0/ 24;  
4:  };  
5:  acl  out { 

6:   210. 1. 18. 0/ 30;  
7:   210. 10. 18. 0/ 29;  
8:  };  
9:  vi ew i nt er nal { 

10:   not i f y no;  
11:          mat ch- cl i ent s{i n; };  
12:          zone "young18. or g" I N { 
13:                  t ype mas t er ;  
14:                  f i l e " / et c/ bi nd/ db. young18. or g";  
15:          };  
16:          zone "18. 10. 210. i n- addr . ar pa" { 
17:                  t ype mas t er ;  
18:                  f i l e " / et c/ bi nd/ db. young18. or g. r ev”

;  
19:          };  
20:  i ncl ude "/ et c/ bi nd/ named. conf . def aul t - zones";  
21:   
22:  };  
23:  vi ew ext er nal { 
24:   not i f y no;  
25:   mat ch- cl i ent s{out ; };  
26:           zone "young18. or g" I N { 
27:                   t ype mas t er ;  
28:                   f i l e " / et c/ bi nd/ db. young18. or g

. ob";  
29:          };  
30:   
31:          zone "18. 10. 210. i n- addr . ar pa"I N { 
32:                  t ype mas t er ;  
33:                  f i l e " / et c/ bi nd/ db. young18. or g. ob. r

ev";  
34:          };  
35:  i ncl ude "/ et c/ bi nd/ named. conf . def aul t - zones";  
36:  };  
37:  i ncl ude "/ et c/ bi nd/ named. conf . opt i ons";  
38:  i ncl ude "/ et c/ bi nd/ named. conf . l ocal ";  
39:  #i ncl ude " / et c/ bi nd/ named. conf . def aul t - zones";  

 

 まず、2 行目から 8 行目にアドレスマッチリスト

を定義する。その後、view ステートメント内の

match-clients オプションにアドレスマッチリスト

のシンボリックリンクを記述し、そのアドレスマッ

チリストに合致したネットワークの逆引きファイル

と正引きファイルの参照先のパスなど記述をする。 

 

  



 ここで、内部向けの正引きファイルと逆引きファ

イルの内容を以下に示す。尚、外部向けの正引きと

逆引きファイルに関しては割愛する。 

 

/etc/bind9/db.young18.org(正引き) 

 
1行目: キャッシュ保持期間   ( 1 週間  )  
2 行 目 : プライマリゾーンサーバ名とドメインの管理者の  
メールアドレスを記述  
3 行 目 : ”年月日書き換え回数   ”の形式で記述   
9 行 目～  13 行 目 : NSレコードと  Aレコードと CNAMEレコー
ドを記述  

1:  $TTL 604800 
2:  @ I N SOA young18. or g.  r oot . young18. or g.  (  
3:      2011071107 ;  Ser i al  
4:      604800  ;  Ref r esh 
5:       86400  ;  Ret r y 
6:     2419200  ;  Expi r e 
7:      604800 )  ;  Negat i ve Cache TTL 
8:  ;  
9:   I N NS ser ver . young18. or g.  

10:  s er ver  I N A 210. 10. 18. 1 
11:  www I N CNAME ser ver  
12:  mai l  I N CNAME ser ver  
13:  pop3 I N CNAME ser ver  

 

/etc/bind9/db.young18.org.rev(逆引き) 

 
1:  1 行 目 : キャッシュ保持期間   ( 1 週間  )  
2 行 目 : プライマリゾーンサーバ名とドメインの管理者の  
メールアドレスを記述  
3 行 目 : ”年月日書き換え回数   ”の形式で記述   
9 行 目～ 13 行 目 : NS レコードと  PTRレコードを記述  

1:  $TTL 604800 
2:  @ I N SOA young18. or g.  r oot . young18. or g.  (  
3:      2011071107 ;  Ser i al  
4:      604800  ;  Ref r esh 
5:       86400  ;  Ret r y 
6:     2419200  ;  Expi r e 
7:      604800 )  ;  Negat i ve Cache TTL 
8:  ;  
9:   I N NS ser ver . young18. or g.  

10:  1 I N PTR ser ver . young18. or g.  
 

(B) SMTPサービス(Postfix) 

 次に、SMTPサービスの Postfixの設定内容を示す。

/etc/postfix/main.cf に以下のような設定内容を

追記する。 

 myhostname 
サーバのホスト名を記述する 

 mydomain 
ドメイン名を記述する 

 mydestination 
ローカルで受信するドメイン名を指定する 

 mynetworks 
転送を許可するホストの範囲を指定する 

 mail_spool_directory 
メールボックスの場所を指定する。 

 

 
2 行 目 : サーバのホスト名   
3 行 目 : ドメイン名   
7行 目 : ホスト名と   l ocal hos t @young18. or gと young18. or g
宛てのメールをローカルで受信     
9 行 目 : DMZと内部ネットワーク内からのメールのみ転送 
を許可する   
15 行 目 : メールボックスの場所を指定する     

1:    - 略 -  
2:  myhost name = smt p. young18. or g 
3:  mydomai n = young18. or g 
4:  al i as_maps  = hash: / et c/ al i ases  
5:  al i as_dat abase = hash: / et c/ al i ases  
6:  myor i gi n = $mydomai n 
7:  mydest i nat i on = $myhos t name l ocal host . $mydomai n $my

domai n 
8:  r el ayhos t  =  
9:  mynet wor ks  =210. 10. 18. 0/ 29, 192. 168. 83. 0/ 24  

10:  #mai l box_command = pr ocmai l  - a "$EXTENSI ON" 
11:  #mai l box_s i ze_l i mi t  = 0 
12:  r eci pi ent _del i mi t er  = + 
13:  i net _i nt er f aces  = al l  
14:   
15:  mai l _spool _di r ect or y = / var / spool / mai l  

 

 

  



(C) POP3 サービス(Qpopper) 

 次に、Qpopper の設定内容だが、Qpopper に関して

はソースファイルの編集を行わず新規ユーザーの追

加のみしか行わなかった。以下は新しくアカウント

を作成するコマンドである。 

 
1行目: ユーザー   ”ei 1105”を追加する   
7 行 目・ 8 行 目 : パスワードを指定する   
17 行 目 : ”y”を入力し、エンター キーを押す   

1:  r oot @ser ver : / home/ mast er # adduser  ei 1105 
2:  ユーザ    ` ei 1105'  を追加しています   . . .  
3:  新しいグループ    ` ei 1105'  ( 1002)  を追加しています   . . .  
4:  新しいユーザ    ` ei 1105'  ( 1002)  をグループ    ` ei 1105'  と
して追加しています   . . .  

5:  ホームディレクトリ    ` / home/ ei 1105'  を作成しています   .
. .  

6:  ` / et c/ skel '  からファイルをコピーしています   . . .  
7:  新しい   UNI Xパスワードを入力してください   :  
8:  新しい   UNI X パスワードを再入力してください    :  
9:  passwd:  パスワードは正しく更新されました     

10:  ei 1105 のユーザ情報を変更中      
11:  新しい値を入力してください。標準設定値を使うならリ     

ターンを押してください   
12:   フルネーム    [ ] :   
13:   部屋番号    [ ] :   
14:   職場電話番号    [ ] :   
15:   自宅電話番号    [ ] :   
16:   その他    [ ] :   
17:  以上で正しいですか    ? [ Y/ n]  y 

 

(D) DHCPサービス(isc-dhcp-server) 

 次に、 isc-dhcp-server の設定内容を示す。

/etc/dhcp/dhcpd.conf に以下の設定を追記する。 

 subnet  
IP アドレスを貸し出すネットワークを指定

する。 

 range  
ホストに貸し出す IP アドレスの範囲を指定

する 

 option ～ 

ホストに対してドメインサーバやデフォル

トゲートウェイなどの情報を知らせる。 

 host  
静的に IP アドレスを貸し出すホストを指定

する 

 hardware Ethernet  
IPアドレスを貸し出すホストのMACアドレス

を記述する 

 fixed-address  
貸し出す IP アドレスを記述する。 

 

 
2 行 目～  6 行 目 : I P アドレスを割り当てる  ネットワークを
指定し、ドメインサーバなどの情報をホストに付与する 
設定  
8 行 目～ 10 行 目 : 9 行 目に記述した   MACアドレスのホスト
に対して、  192. 168. 83. 10 を 静的に割り当てる設定     

1:    - 略 -  
2:  subnet  192. 168. 83. 0 net mask 255. 255. 255. 0 { 
3:    r ange 192. 168. 83. 100 192. 168. 83. 200;  
4:    opt i on domai n- name- ser ver s  210. 10. 18. 1;  
5:    opt i on domai n- name "young18. or g";  
6:    opt i on r out er s  192. 168. 83. 254;  
7:  } 
8:    - 中略  -  
9:  hos t  cl i ent  { 

10:    har dwar e et her net  00: 19: 99: 91: f 5: d9;  
11:    f i xed- addr ess  192. 168. 83. 10;  
12:  } 
13:    - 以後略   -  

 

(E) WWWサービス(Apache2-mpm-prefork) 

 次に、Apache2-mpm-preforkの設定内容を示す。 

/etc/apache/sites-available/default に以下の設

定内容を追記する。 

 DocumentRoot 
ドキュメントルートを指定する 

 <Directory > 
ここで指定したパスにアクセス制限を設け

る 

 
2 行 目 : 指定したアドレスにアクセスしたときに表示され  
るディレクトリ  
3 行 目～ 12 行 目 : ディレクトリごとに、 アクセス制限など
の設定  

1:    - 略 -  
2:   Document Root  / var / www/ ht ml /  
3:   <Di r ect or y / > 
4:    Opt i ons  Fol l owSymLi nks  
5:    Al l owOver r i de None 
6:   </ Di r ect or y> 
7:   <Di r ect or y / var / www/ ht ml / > 
8:    Opt i ons  I ndexes  Fol l owSymLi nks  Mul t i Vi ews 
9:    Al l owOver r i de None 

10:    Or der  al l ow, deny 
11:    al l ow f r om al l  
12:   </ Di r ect or y> 
13:    - 中略  -  
14:  </ Vi r t ual Hos t > 

 

  



(F) ルータのモニタリング(MRTG) 

 最後に、MRTGの設定だが MRTGをインストール後、

以下のようなコマンドで設定を行う。 

 cfgmarker 
指定した snmpエージェントの情報を取得し、

設定ファイルを作成する 

 mkdir “ディレクトリ” 
ルータのトラフィック量をグラフ化したも

のを表示するページを保存するディレクト

リを作成 

 indexmarker 
指定先にルータのトラフィック量をグラフ

化したものを表示するページを作成する 

 accese-list 
snmp マネージャとなるサーバの IP アドレス

を記述する 

 snmp-server 
snmpエージェントのサービスを開始する 

 
1行目: 192. 168. 11. 254 のルータのトラフィックを取得す 
るための設定ファイルを生成する。    
2 行 目 : wwwサービスのドキュメントルートの下にディレ
クトリを作成する。   
3 行 目 :  指定したパスにモニタリングログを出力    
4行 目 :  4行 目 : ルータに サーバのみを許可するアクセスリ
ストを作成  
5 行 目 : ルータにて、  snmp エージェントをコミュニティ
名 ”publ i c”、アクセスリスト ”1”のみが情報を読みとるこ 
とが出来るように設定し、起動させる。     

1:  r oot @ei 1105: / home/ ei 1105#cf gmaker  - - out put  / et c/ mr t
g. cf g publ i c@192. 168. 11. 254 

2:  r oot @ei 1105: / home/ ei 1105#mkdi r  / var / www/ mr t g 
3:  r oot @ei 1105: / home/ ei 1105#i ndexmar ker  / et c/ mr t g. cf g 

- - out put =/ et c/ var / www/ mr t g/ i ndex. ht ml  
4:  Rout er ( conf i g) #access- l i s t  per mi t  1 192. 168. 11. 200 
5:  Rout er ( conf i g) #snmp- ser ver  communi t y publ i c r o 1 

 

 

4  競技 
 ここでは、準備日及び、競技当日の様子を記す。 

 尚、競技日程については表 2に示した通りである。 

 

 まず、大会前日の準備日は会場に集合し、座席の

抽選や、簡単な競技の説明を受けた。他にも、主催

者側の計らいにより、競技会場の雰囲気に慣れると

いう意味で LAN ケーブルの作成を行った。尚、競技

会場の各選手の机上の様子を図 3に示す。 

 大会当日は、競技開始 10 分前くらいに開場し、9

時になると同時に、競技が開始された。実際に取り

組んだ内容については 4.1に記す。 

 4 時間の競技時間が終わった後は閉会式や参加証

書授与などが行われた。 

 

  

図図 33..  各各選選手手のの机机上上のの様様子子  

4.1 競技工程 

 まず初めに、LAN ケーブルの作成をしながらサー

バ PC に Debianをインストールし、その後 LANケー

ブルの配線を行った。 

 次に、クライアント PCの設定を行った後に、ルー

タの基本設定を行った。 

 その後は分かる所から順番に作業を行い、時間が

余った際に、分からない箇所をソースファイルの英

文を読みながら設定を試みた。 

 

  



4.3  反省点 

 練習期間から競技本番まで、通しての主な反省点

を以下に記す。 

 

 まず、ルータAのRIPの設定が不完全だったこと。

これは、他の人たちも苦戦したようで、できている

人は多くなかったようだ。 

 次に、DHCP サービスを動作させることが出来な

かったこと。これに関しては、自らの練習不足が原

因だと考えられる。 

 次に、ACL が不完全だったこと。これに関しては

ルーティングがうまく設定できていなかったために

動作チェックができなかったのが要因だと考える。 

 最後に、サーバソフトウェアの設定がほとんど不

完全であること。これに関しては、想定外の事が多

かったのだが、結局のところは自分の練習不足が原

因だと思う。 

5 問題集の制作 
 大会後、これらの経験を活かして以下のような対

策問題集を制作した。 

5.1 対策テキスト 

(A) 基礎編 

 IP アドレスに関する問題を多く出題し、ネット

ワーク構成図を見て考える問題など知識ではなく実

践的な出題にした。 

 

出題例: 

 

 

(B) ネットワーク構築編 

 ネットワーク構成図と条件を示し、その条件に合致

するネットワークを構築する教材である。 

 

出題例： 

 

(C) サーバ構築編 

 今年度までの大会で出題されたサーバソフトウェ

アの設定に関する問題を出題する教材である。 

 

出題例： 

 

 

  

  

条件：Ex-Routerで以下の条件に合致するアクセス制限を行う 

・ネットワーク Cはネットワーク Bとしか通信できない 

以下の IPアドレスの中でホストアドレスとして使用すること

ができないものを選び記号で答えよ。ただし、解答は一つと

は限らない。 

 

記号 ネットワークアドレス IPアドレス 

ア 192.168.11.0/24 192.168.11.1/24 

イ 172.16.12.0/24 172.16.12.10/24 

ウ 192.168.254.0/24 192.168.254.255/24 

エ 172.12.100.0/29 172.12.100.4/29 

オ 224.100.20.0/30 224.100.20.3/30 

 

 以下のネットワークを構築し、その後、Apache2-mpm-prefork

をサーバ PCにインストールし設定を行え。 

 設定後、クライアント PCから”http://192.168.0.1”にブ

ラウザでアクセスしたときに/var/www/html/index.html の内

容を表示させる。表示内容は”TEST PAGE”とする。 

 

 



5.3 対策プログラム 

 制限時間付きの問題出題プログラムで、間違った

問題に対して解説を表示するというものである。 

 図 4にプログラムのスクリーンショットを示す。 

 ここでも、次の 3種類の問題を作成した。 

 

(A) 総合問題 

 IPアドレスに関する問題や、ウェルノウンポート

の問題、他にもパケットに関する問題を出題する内

容である。 

(B) ネットワーク問題 

 Cisco ルータのコマンドに関する問題や、設定内

容に関する問題を出題する内容である。 

(C) サーバ問題 

 サーバのソースコードを穴埋め問題形式として出

題したり、Linux のコマンドの用途などを出題する

内容である。 

 

図図 44..ププロロググララムムススククリリーーンンシショョッットト  

 

6 おわりに 
 夏休みも学校に来て夜遅くまで大会に向けての学

習をするのは大変だったが大会で結果を出すことが

できたので、苦労が報われた気がする。大会後は対

策テキストで出題する問題を考えたり、プログラム

の構成を考えたりするのに苦労したが、無事に完成

させることが出来てよかった。 

 最後になるが、来年以降の後輩にその対策問題集

を使って、自分が獲ることのできなかった金メダル

を獲ってもらいたい。 
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